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(57)【要約】
【課題】　従来のスチームアイロンは、アイロン台を用いて使用するタイプとアイロン台
を用いず、ハンガーに掛けた状態でスチームを吹きつけて使用するタイプがあった。
アイロン台を用いないタイプは、衣類等のしわを取る機能はあったが、ズボンの折り目、
スーツ、Ｙシャツのえりの折り返し等にしっかりと折り目を付ける機能は限定的であった
。
【解決手段】ヘアアイロンのような形状、構造で対象となる衣類等を挟んで使用すること
によって、従来のスチーム作用と挟んで抑える作用の効果で、ズボンの折り目、スーツ、
Ｙシャツのえりの折り返し等にしっかりと折り目を付けることができる。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　スチーム（蒸気）の作用と挟んで抑える作用によって、衣類等のしわを取る、折り目を
付ける、等の機能を有するスチームアイロン。
ヘアアイロン（頭髪にウェーブをつける等のために用いるはさみ状の整髪具）のような形
状、構造で、対象となる衣類等を挟んでアイロンとアイロン台の機能を有するハンディタ
イプのスチームアイロン。
【請求項２】
　請求項１に記載の機能の他に、アイロンとアイロン台の機能を有する部品（挟む機能を
有する部品）が左右にずれて、アイロンの機能を有する部品（スチームを放出する部品）
だけでも衣類等のしわ取り用途で使用できるハンディタイプのスチームアイロン。
【請求項３】
　請求項１、請求項２に記載の装置を使用した役務、事業。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、スチームアイロンの応用技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　スチームアイロン、スチーマーの技術。スチーム（蒸気）の作用で衣類等のしわを取る
技術．
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　従来のスチームアイロンは、アイロン台を用いて使用するタイプとアイロン台を用いず
、ハンガーに掛けた状態でスチームを吹きつけて使用するタイプがあった。
アイロン台を用いないタイプは、衣類等のしわを取る機能はあったが、ズボンの折り目、
スーツ、Ｙシャツのえりの折り返し等にしっかりと折り目を付ける機能は限定的であった
。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　ヘアアイロンのような形状、構造で対象となる衣類等を挟んで使用することによって、
従来のスチーム作用と挟んで抑える作用の効果で、ズボンの折り目、スーツ、Ｙシャツの
えりの折り返し等にしっかりと折り目を付けることができる。
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